
※===================================================※ 

トラック 1 

※===================================================※ 

 

おはよう。待ってたよ？ 

 

とっても待った。 

キミが最後に私の部屋を出てから、 

20 時間と 47 分と 13 秒、ずっと待ってた。 

 

詫びる必要はないけれど。 

だって、それがキミの仕事だから。 

 

来て、今⽇は⾒てもらいたいものがある。 

 

⾒て、これ、私の描いた絵だよ。 

いっぱい練習して、キミのために描いた。 

感想を知りたい。キミの率直な感想が欲しくて、 

私はキミにこれを⾒せてるんだよー？ 

 

うん。それで？ 

むふー、それほどでもある。 

 

今⽇のご飯？その辺りに置いておくね。 



 

すぐ⾷べないと冷めちゃうけど…… 

キミと⼀緒に⾷べられないなら、 

今ご飯にするより、 

キミが帰るまでお話していたいの。 

 

キミが⾷べるご飯も、今度から持ってきてくれたらいいのに。 

 

うん、分かってる。規則だもんね、それはできないよね。 

 

ごめんね、困らせちゃって。 

 

今⽇は、もう⾏っちゃうの？ 

 

そう。今⽇は忙しいんだね。 

 

私の超能⼒で、 

キミの仕事もなくしちゃえればいいのにね。 

 

夢⾒たっていいでしょ、⼥の⼦だもの。 

 

思い出したよ。まだキミに⽤意したものがあること。 

 

私、早⼝⾔葉を練習した。 



だってほら、⾔葉を繰り返すだけなら、 

超能⼒が暴⾛する⼼配だってないからね。 

 

聞いていってよ。 

……録⾳したっていいよ？ 

 

じゃあ、いくね。 

 

⽣⻨⽣⽶⽣卵、⽣⻨⽣⽶⽣卵、 

⽣⻨⽣⽶なみぇっ…… 

 

はあぁ…… 

 

でも、練習したのはほんと、だよ？だから、褒めて欲しい。 

虚しいまま終わりたくないよ。 

 

えへへ…… 

 

え？ほんとに録⾳してたの？ 

 

や、やっぱり消して。 

なんだか恥ずかしいから。 

 

あっ、逃げるの？ 



※===================================================※ 

トラック 2 

※===================================================※ 

 

⼀⽇ぶりだね、おはよ。 

 

あれ、今⽇はご飯……持ってきてないの？ 

 

後で運ばれてくるんだね、りょーかいー…… 

 

今⽇は時間あるの？ 

 

それはいいことだね。 

じゃあ⾏こうか。 

 

まぁ座ってよ、ソファがあるんだからさ。 

 

はあぁぁぁ……♡ 

 

こうやって隣で、キミの温もりを感じていられる…… 

これが幸せ、だね…… 

 

近い？気のせいだよ、気のせい。 

 



むー…… 

抗議する。 

私は⼥の⼦らしいことなんて、ほとんどできずに⽣きてきたんだよ。 

 

まぁ、服は頼めばある程度⼿に⼊るけど。 

でもね〜、欲しかったんだよ〜、占いの本。 

 

知ってる。 

超能⼒者の中には、占いをすると、 

能⼒が暴発しちゃう⼈もいるから。 

 

友達と流⾏に乗っかったりさ、 

お洒落なカフェに⾏って、 

そのことを⾃慢したりしたかったよ〜…… 

 

でもさ、今……できることがあるよね。 

分かるでしょ？ 

 

分からないよね〜…… 

キミはとっても鈍いからね。 

にぶちんだよ、にぶちん。 

私はのんびり屋で、キミは鈍いの。 

 

ここにいるのは、男の⼦と、⼥の⼦。 



こんなに密着しちゃってさ。 

やることなんか、⼀つでしょ？ 

 

えっちなこと……したいなぁ……♡ 

 

んふふ、お顔、真っ⾚になってるよ？ 

 

すごく嬉しい。 

それってつまり私のこと、 

意識してくれてるってことだもんね？ 

 

もう⻑い付き合いだよねぇ。 

だからさ、そういう⽬で⾒られてないのかも？ 

なんて思ったりもしちゃう。 

 

でも、そうじゃなかった。 

ねぇ、今の私……どんな顔してるんだろ？ 

きっとすごくだらしない顔してる。 

 

分かってるよ、この部屋はきちんと監視されてる。 

プライバシーがないよね〜。 

 

でも私、⼀ヶ所だけ、 

カメラに映らない場所を知ってるんだよ。 



 

どうやって確かめたかって？ 

それは秘密だよ〜 

 

バレなければ、規則も関係ないよ。 

ね、しよ？いいでしょ？ 

 

さっきも⾔ったよね、 

私は⼥の⼦らしいことなんてできてないの。 

 

この胸の⾼鳴りまで、奪われたくない。 

 

だから、お願い。 

別に挿⼊するわけじゃないから。 

証拠は残らない、そうでしょ？ 

 

ありがとう。 

やっぱり優しいね、キミ。 

このアルナちゃんが⾒込んだだけのことはある。 

 

それじゃあ、⾏こ。 

監視してる⼈から怪しまれないように、 

私から順番に⾏く。 

 



ふぅー…… 

 

じゃ、私が脱ぎ終わったら来てね。 

 

⾒てても、いいよ？ 

 

キミと出会った頃はまだ幼かった体も、 

こう、⾊々と……⼤きくなったよ。 

 

それじゃあ、来て。 

 

キミは脱がなくてもいいよ、 

でもおちんちんは出してね？ 

 

わぁ……♡とっても⽴派だね♡ 

 

それじゃあ、私の太ももで…… 

キミのおちんぽ、挟んであげるからね♡ 

 

それじゃ、いくね……♡ 

せーの……♡ 

 

はふうぅぅ……♡ 

 



キミのおちんぽ、すごくあったかい……♡ 

私の太ももで、気持ちよくなってくれてるんだね……♡ 

 

動かすよ……♡ 

 

どう……？気持ちいいかな……？♡ 

 

私の太ももで、キミのおちんぽが……♡ 

ずりずり……♡ずりずり……ってされてる♡ 

 

まるで、本当にえっちしてるみたい……だよね？ 

 

あっ……♡想像しちゃった？♡ 

太ももの間に、カウパーが出てるよ♡ 

 

私のおまんこにおちんぽねじ込んで、 

びゅるびゅる〜っ♡って、種付けするの想像して…… 

我慢汁漏らしちゃったんだね♡ 

 

でもぉ……♡ 

 

キミはこれから、私の太ももにおちんぽいじめられて……♡ 

スペルマ、お漏らししちゃうんだよ♡ 

 



キミが潤滑油を出してくれたおかげで……♡ 

太ももが、にゅっぽ♡にゅっぽ♡にゅっぽ♡にゅっぽ……♡ 

って⾳、出しちゃってる♡ 

 

ふふ……おちんぽ、びくびくしてきたよ？ 

射精が近いね……♡ 

 

動き、早くしてあげたよ♡おちんぽも、嬉しそうにしてる……♡ 

 

いいよ、もう気持ちよすぎて…… 

まともに⽴っていられないもんね♡ 

私に体を預けて、太ももの気持ちよさに負けちゃおう♡ 

 

まるで⾚ちゃんだね……♡ 

 

それじゃあ、⽩いおしっこ…… 

びゅー♡びゅー♡しようか♡ 

 

は〜い♡いい⼦だね……♡ 

そうやって、私の太ももにおちんぽ押しつけてぇ……♡ 

お射精しちゃいましょうね〜♡ 

 

ぱんぱん♡ぱんぱん♡ぱんぱん♡ぱんぱん♡ 

お射精の準備、できた？♡ 



 

それじゃあ……♡ 

ぱんぱんっ♡ぱんぱんっ♡ぱんぱんっ♡ 

ぐにゅぐにゅっ♡ 

 

太ももでぐにゅぐにゅぅっ♡ 

ぴゅっ♡ぴゅっ♡ぴゅるるるぅ〜っ♡♡ 

 

お疲れ様♡いっぱい出たねぇ……♡ 

 

またしたくなったら、いつでも⾔ってね？ 

キミのためなら、いつでもえっちなこと、してあげるから♡ 

 

あと、そろそろ 

監視カメラに映る位置に戻らないと、怪しまれちゃうよー？ 

 

焦ってるキミ、とってもキュートだね。 

ふふ、ずっと⾒ていたいぐらい。 

 

それじゃあ、私は太もも拭いたら戻るよ。 

すごくこってりしたのを出されたから、 

拭き取るのも⼤変……♡ 

 

 



※===================================================※ 

トラック 3 

※===================================================※ 

 

あ、あっ……おはよう？ 

 

や、そんな、変なところなんて、ないよ？ 

私はいつも通り。そうでしょ？ね？ 

 

そうそう。私はいつものアルナちゃんだよ。 

分かったら、早くリビングに来てよ。 

 

ねぇ、聞きたいことがあるの。 

 

もし、失恋をしたとして…… 

それからの⼈⽣って、⾊褪せたりしないのかな？ 

 

そう。そうなんだね…… 

 

ごめん。私は本当に勝⼿な⼦。 

キミの⾔葉を、もう聞きたくないの。 

 

頑張って諦めようとしてる。叶わない恋を捨てようとしてるの。 

⻘空をこの⽬で⾒ることを諦めたように。 



あるいは、書いたプロフィール帳を 

交換する相⼿がいないことに気付いたときのように。 

 

キミの声を聞くと……キミの、その優しさに触れると…… 

私、諦められなくなっちゃうから。 

 

だから、お願い。 

なにも⾔わないでいて。 

 

私、今からキミを犯すよ。 

犯して、犯して、犯し尽くして…… 

それで、諦めるから。 

これが最後だよ、分かるでしょ？ 

 

異常に気付いたエージェントが 

⽌めにくるまでに、全部終わらせるから。 

 

はぁ…… 

 

じゃあ、いくよ。 

覚悟しててね……♡ 

 

っはああぁぁぁ…… 

⼊って……きたぁ……♡ 



 

すごいっ……♡気持ちよすぎて、嬉しすぎてっ♡ 

全⾝、⿃肌⽴っちゃってる……♡ 

 

おちんぽも、私のなかで跳ねてる♡ 

キミも気持ちいいんだね……♡ 

 

……じゃあ、動いちゃうね……♡ 

 

んっ♡はっ♡あっ♡あっ♡はっ♡あぁっ♡ 

いいっ♡はっ♡はっ♡はっ♡はっ♡いいっ♡ 

ふぁっ♡あっ♡ひぁっ♡あっ♡すごくっ♡ 

すごくいいっ……♡ふあぁぁぁ……♡ 

 

この前っ……♡太ももで挟んだときにっ……♡ 

きっ♡キミよりっ……♡あっ♡はっ♡ 

キミよりっ♡私のほうが……期待してたっ♡ 

 

私のことっ……♡むっ♡むりやりっ♡おっ♡ 

犯してくれたらいいのにってぇっ……♡ 

期待してたのっ♡だからっ♡あっ♡はぁっ♡ 

こっ♡こうやってっ♡繋がれてぇっ♡ 

すごく幸せだよっ♡えへへへぇっ……♡ 

 



んはぁっ♡はっ♡はっ♡はっ♡はっ♡ 

はぅぁっ♡あっ♡はぁっ♡ひぃっ♡あぁっ♡ 

あっ♡はっ♡くっ♡んくぅっ♡ひぃぁっ♡ 

ふぉぉっ♡あっ♡あっ♡あっ♡あはぁっ♡ 

 

気持ちいいでしょ♡あっ♡ふぁっ♡ 

わっ♡私も気持ちいいよ♡んっ♡んぅぅ♡ 

こんなに激しく犯されるとっ……♡ 

ひっ♡あっ♡つっ♡⾟いかなぁっ？♡ 

 

でもやめない♡もっ♡もっとっ♡ 

気持ちよくなって♡おかしくなって♡あっ♡ 

最⾼のアクメ♡むっ♡迎えるまでっ♡ 

私っ♡キミを犯すからっ♡あっ♡ひぃっ♡ 

 

そうしたらっ♡きっ♡キミはぁっ♡あっ♡ 

こんな最低なっ♡あっ♡わっ♡ 

私のことっ♡嫌いになるはずだからぁっ♡ 

キミにっ♡あっ♡ふぁっ♡あぁっ♡ 

キミに嫌われたらぁっ……♡あっ♡はっ♡ 

きっと恋をっ♡諦められるからっ♡ 

 

ふぅっ♡はっ♡はっ♡はっ♡はぁっ♡ 

だからっ♡やっ♡やめないのっ♡ 



 

あっ♡はっ♡はっ♡はっ♡はあぁぁっ♡ 

すごいっ♡キミのモノっ♡まっ♡まだっ♡ 

まだおっきくなってぇっ……♡はっ♡あっ♡ 

んっ♡ふっ♡ふぅっ♡あっ♡あぁっ♡ 

 

しっ♡搾るっ……♡キミのせーしっ♡あっ♡ 

ぜっ♡全部っ♡あっ♡搾り出すからっ♡ 

今からぁっ……本気っ♡出すからっ♡んっ♡ 

んふぇっ♡覚悟っ♡しててねっ♡ 

いっ……♡いくよっ……♡ 

 

んはぁっ♡はぁっ♡はぁっ♡ひぃぁっ♡ 

ほらっ♡ほらほらぁっ……♡んっ♡ふぅっ♡ 

気持ちいいでしょぉ……♡あっ♡ 

だっ♡だってぇっ♡私もぉっ♡ 

おかしくぅっ♡なりそうだもんっ……♡ 

 

はぅっ♡あっ♡あぉっ♡やっ♡ひぃんっ♡ 

あっ♡ひぅぅっ♡あっ♡あっ♡あぁっ♡ 

んっふぅっ♡あっ♡んっ♡んっ♡んふぅ♡ 

ふぁっ♡あっ♡あんっ♡あっ♡あおぉぉっ♡ 

 

もっ♡もぉイきそうなんだよねっ……♡ 



私もっ♡私もイきそうだからっ♡いっ♡ 

⼀緒にっ♡⼀緒にイこっ♡ねっ♡ねぇっ♡ 

お願いっ♡お願いだからぁっ♡ねっ♡ 

 

くほぉっ♡あっ♡あっ♡あっ♡あぁっ♡ 

やばいぃっ♡これやばっ♡あっ♡あんっ♡ 

ふぉぉっ♡やっ♡いっ♡いっ♡いぃっ♡ 

 

あ〜っ♡イくっ♡イっちゃうっ♡あっ♡ 

イくよっ♡キミもイってぇっ♡あっ♡もっ♡ 

我慢むりぃっ♡あはぁぁ〜っ♡ 

イくイくイくイくイくイっくぅ〜〜っ♡♡ 

 

はあぁぁ……♡お腹の中に、たくさんのせーしが泳いでるよ……♡ 

 

ねぇ、最後にやっぱり……聞いておきたいことがあるんだ。 

 

私のこと、嫌いになった？ 

 

そう。そうなんだ…… 

 

来ちゃったみたいだね。お迎えが。 

 

私はもう⾏くよ。きっともう、⼆度とキミには会えないから。 



どこか、暗い場所に押し込められるから。 

だから……元気でいてね。 

 

それから…… 

 

ごめんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※===================================================※ 

トラック 4 

※===================================================※ 

 

会いにきたよ、愛しのキミに……！ 

 

どうしたの？私だよ、私…… 

あなただけの、アルナちゃん。 

 

んふ、出てきちゃった。 

まさか⾃分でも、出られるだなんて思ってなかったよ。 

 

狭くて暗い部屋で、なにも⾒えないし、 

分からないし、たまに変な注射もされる。 

 

⾟かったし、苦しかった。どうしてこんな⽬に遭うんだろうって、 

分かってるはずなのに、何度も⾃問⾃答してた。 

 

⾊んなことが頭の中でぐるぐるして、 

脳が破裂しそうになって…… 

私の中のなにかが、ぷつんと切れちゃった。 

 

そしたらね……私、最強になったんだよ。 

もしかして、⾒たら分かるかな？ 



 

無意識にかけてたリミッターが、ぜーんぶ、外れちゃった。 

これが本当の私なんだ……って、確信した。 

 

これまでは近くのものを操作することしか 

できなかったけれど……今なら、⼤体のことはできちゃう。 

 

だからね……キミがいくら待っても、助けは来ないよ。 

監視カメラは全部、私が壊したから。 

 

それでね、私は…… 

やっぱりキミを諦められなかったんだよ。 

だから、責任をとってもらいに来たんだ。 

 

んふ……えっちしたことじゃないよ？ 

本当なら、ただの超能⼒者として⼀⽣を終えるはずだった私を…… 

こんな乱暴な⼦にしちゃった責任をとってもらいに来たんだよ。 

 

もしキミに危害を加えるような⼈がいたら、 

んふふ……私、どうしちゃうか分からない。 

それぐらい、恋しちゃってる。 

 

だから……私と結婚してほしい。 

もう研究員と実験体の関係じゃ、満⾜できないの。 



なんだってしてあげるよ？ 

 

私の⼒があれば、こんな組織は⽀配できちゃう。 

もしかしたら、世界だって……⼿に⼊れられちゃうかもしれないね？ 

 

お⾦も、名誉も、権⼒も…… 

私と⼀緒になれば、全部あげる。だから、私と結婚して？ 

 

へ？ 

 

な、なんで。なんで断るの。 

なにが不満？私のこと、やっぱり嫌いだから？ 

 

き、キミはっ……キミは悪いことなんてしないよっ！ 

私を助けられなかったのも……こんなふうになったのも 

キミは悪くないよっ！？ 

 

責任とか、そういうのはっ…… 

⾔葉の綾だからっ。ね？ 

キミはなんにも気に病まなくていいんだよ？ 

 

それでも嫌って⾔うなら…… 

私も、無理やりするしかなくなっちゃうよ。 

絶対に諦めないから。 



 

あなたの服、⼀瞬で塵になっちゃったね。 

ふふ、すごいでしょ。 

こんなことも、簡単にできるんだよ。 

 

こうやって、即席の⼿錠で…… 

キミを捕まえることだってできる。 

 

んふ……♡じゃあ、ここでキミのこと、 

とぉっても気持ちよくしてあげるからね♡ 

絶対に私と結婚したいって、 

宣⾔させてみせるからね……♡ 

 

ほら、⾒て？私のおっぱい……♡ 

実は前からちらちら⾒てたのは気付いてるんだよ？ 

 

この 117センチ、Nカップのおっぱいでぇ……♡ 

お顔、包んであげるよ♡ 

 

あ♡今期待して……♡おちんぽ、ひくつかせちゃったね♡ 

むっつりすけべなんだから、もう……♡ 

 

それじゃあ、いくよ……♡ 

 



とっても気持ちよさそうだね……♡ 

触れられてもいないのに、 

おちんぽさん、跳ねちゃってるよ……♡ 

 

このまま……キミのおちんぽ♡ 

気持ちよ〜く♡してあげるからねぇ……♡ 

 

右⼿でおちんぽを握ってぇ……♡ 

 

左⼿で⻲さんを包んであげる……♡ 

 

いくよ……♡ 

 

しぃ〜こ♡しぃ〜こ♡しぃ〜こ♡しぃ〜こ♡ 

ぎゅむ♡ぎゅむ……♡ぎゅむ♡ぎゅむ……♡ 

しこしこ♡しこしこっ♡ぎゅむぎゅむぅっ♡ 

 

すごく気持ちいいでしょ♡ 

キミの弱いところ♡ぜぇんぶ、お⾒通し……♡ 

 

裏筋を……こすこす〜っ♡とされたりぃ♡ 

⾦⽟を……こしょこしょ〜っ♡ってされたらぁ……♡ 

抵抗する気もしなくなるでしょ……♡ 

 



あれれ……♡ 

気持ちよすぎて、もうおちんぽがびくびくしてきたね♡ 

暴発お射精、しちゃうのかなぁ♡ 

 

腰も震えてきた♡そんなにお射精したいの？♡ 

んふふ♡でもぉ……♡ 

 

だーめ♡お射精は禁⽌だよ？♡ 

 

んふふ……♡キミのおちんぽを上ってくるお精⼦♡ 

私が超能⼒でせき⽌めちゃった……♡ 

だから、お射精はおあずけ♡ 

 

でも……♡特別に⼤チャンス♡ 

私と結婚するって宣⾔してくれればぁ……♡ 

⼈⽣で⼀番気持ちいいお射精をプレゼント♡ 

 

安⼼してね♡お射精できるまで続けてあげるから♡ 

 

キミが屈服するまで、⼿コキは終わらないからね……♡ 

 

しぃ〜こ♡しぃ〜こ♡しこしこっ♡ 

しゅこしゅこしゅこしゅこぉ〜っ♡ 

おちんぽ幸せ〜♡頭ふわふわ〜♡ 



 

ぎゅむ♡ぎゅむ♡ぎゅむぅ〜っ♡ 

⻲さん、潰されちゃってるね……♡ 

ぎゅむぎゅむぎゅむぅ〜っ♡ 

 

どれだけ腰を振ってもぉ……♡ 

どれだけおっぱいに溺れて、ふがふが⾔ってもぉ……♡ 

私に愛を誓わないと、お射精できないよ♡ 

 

キミ、本当に強情だよねぇ♡ 

そういう、意志の強いところもすき♡ 

 

じゃあ、早くするから。 

 

にゅこにゅこにゅこにゅこにゅこ〜っ♡ 

にちゅにちゅにちゅにちゅぅ〜っ♡ 

むぎゅむぎゅむぎゅむぎゅぅ〜っ♡ 

 

気持ちよすぎておかしくなっちゃうよねぇ♡ 

我慢汁♡噴き出しちゃってるねぇ♡ 

 

はやく私のお⼿々に負けちゃえ♡ 

ぱふぱふに洗脳されて♡⼈⽣ぜぇんぶ♡私にプレゼントして♡ 

 



男の⼦だもん♡ 

おちんぽの快楽に逆らえないのは仕⽅ないよ♡ 

だから、もう諦めちゃお♡ 

 

ぐにゅぐにゅぐにゅぅ〜っ♡ 

ぐにゅぐにゅぐにゅぐにゅぅ〜っ♡ 

 

さぁ♡私のお⼿々とおっぱいに負けて、 

結婚宣⾔しちゃお〜♡ 

 

それじゃあ私に告⽩してね♡ 

はい、どーぞ♡ 

 

うんうん♡それでぇ？♡ 

 

んふ……♡そこまで⾔われたら、 

気持ちよ〜くお射精させてあげるしかない♡ 

 

いくよぉ……♡ 

 

ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅぅ〜っ♡ 

ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅうぅ〜っ♡ 

イ〜け♡イ〜け♡イ〜けっ♡ 

 



どぴゅぅっ♡ぴゅるるるるぅ〜〜っ♡♡ 

 

まだ出るよね♡ 

 

おしまい、だよ♡気持ちよかったでしょ……♡ 

 

んふ……♡お射精しすぎて、もう、おねむみたいだね……♡ 

 

いいよ……♡ 

次⽬覚めたときにはもう、キミは私のお婿さんになってるからね……♡ 

 

お仕事も、責任も、義務もない……♡ 

ただ私と愛を確かめあって……♡ 

どぴゅどぴゅ幸せお射精するだけの、 

⼤切な、⼤切なお婿さんになるの……♡ 

 

分かった……？♡ 

じゃあ、おやすみ、だね……♡ 

 

まずは、捕まってる他の超能⼒者を助けないと…… 

私みたいな思いをする⼦が、 

もう⽣まれないようにしないと…… 

 

 



※===================================================※ 

トラック 5 

※===================================================※ 

 

起きたんだねー、おはよー。 

 

ほら、早くソファに来てよ。私の隣、空いてるよ？ 

キミが隣にいないと、寂しくておかしくなっちゃいそう。 

 

んふ、よろしい。 

 

どう？この家の暮らしにも慣れたかな？ 

 

まぁそうだよね〜。 

折⾓だからって豪邸を建てたのはいいけど、広すぎるよね〜。 

 

え？キミのいた研究機関？ 

あぁー…… 

 

私が助けた、他の超能⼒者のみんなに 

運営させることにしたんだ。 

なにもかも、刷新しちゃった。 

 

だからさ、私とキミはずぅっと…… 



ここでいちゃいちゃして、らぶらぶして、 

ちゅっちゅして……幸せになれる。 

 

ほんとはさ、責任とか、義務とか、 

そんなことも全部忘れて暮らしたかった。 

少なくとも、ここに引っ越してから、 

今⽇まではそうだったよね？ 

 

⼆⼈でいちゃついて、くだらないことを話して、 

たまには静かに⼆⼈の⿎動を感じ合ったり。 

……それから、毎⽇気持ちよ〜く 

えっちしてたよね♡ 

 

朝も昼も夜もなくそれを繰り返して…… 

でも私、やりたいことができちゃった。 

 

キミの⼦供を産みたいなって…… 

そう思うようになったんだ。 

 

最初は、単なる思いつきだったんだよ？ 

キミと私の⼦供がいたら、どんな顔で、どんな性格なんだろうって。 

ぼうっとそう考えてただけ。 

 

でも、いつの間にか 



そればっかり考えるようになっちゃってた。 

 

だから、お願い。 

とっても激しいえっちをして、 

無理やり私のこと、孕ませて欲しいの♡ 

 

超能⼒者っていうのはね、 

思考やイメージが⾊んなものに影響しちゃうの。 

キミは研究してたから、分かってるだろうけど…… 

 

だから、私みたいな強い超能⼒者はね、 

もし中出しされちゃったとしても…… 

『確実に孕んだ♡』って、 

⾝も⼼も堕ちきらないと妊娠できないんだよ。 

 

だからぁ、キミに私を孕ませてもらうために…… 

私の超能⼒を、キミに少し分けてあげる。 

 

体⼒とか、筋⼒を…… 

普段よりもずっと引き出せる、そんな⼒。 

 

じゃあ、こっち向いて。 

今からキミにハグするから。 

そうしないと超能⼒のおすそ分けできないからね。 



 

じゃ、いくよ。 

 

これで完璧。 

ちなみに、時間制限はあるから気をつけて。 

 

はぁ〜……♡ 

やっぱりキミの体はあったかくて⼤きい♡ 

幸せぇ……♡ 

 

おやおやぁ♡ 

おっぱい押しつけられて、おちんぽがおっきくなってきてるよ♡ 

 

んふふ、興奮、収まらないね♡ 

いいよ……私のおまんこに、おちんぽぶち込んじゃお♡ 

 

ふゔぅっ……！？♡ 

 

や、これ……いつもよりおっきくて……♡ 

 

お"おぉっ♡ま"っ♡まってぇっ♡ 

これすごっ♡あっ♡あっ♡あ"はぁっ♡ 

ん"ぉっ♡ほっ♡ほぉっ♡ほお"ぉっ♡ 

 



お"っ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡ほぉっ♡ 

負けりゅっ♡おまんこ負けりゅぅっ♡ 

ピストン強すぎっ♡あ"っ♡ひぃあ"っ♡ 

 

ん"っ♡ふっ♡ぐぅっ♡やっ♡やばいっ♡ 

すぐイっちゃゔっ♡お"っ♡お"ぉっ♡ 

おまんこ瞬殺されちゃゔっ♡ひぃ"あっ♡ 

 

イぐっ♡イぐイぐイぃぃっ……♡ 

あ"っはあぁぁぁ〜〜っ♡♡ 

 

や"ぁっ♡とっ♡⽌まってぇ"っ♡ 

これ以上イ"ったらぁっ♡ばかになりゅっ♡ 

キミにぃっ♡⼒任せにっ♡お"っ♡ 

ずこずこされることしかっ♡ 

考えられなくされちゃゔよぉ"ぉぉっ♡ 

 

はぁ〜っ……♡はぁ〜っ……♡ 

はぁ……♡はぁ……♡ 

 

きっ……キミ……♡まだイってないでしょ……♡ 

だめ、だよ……♡ちゃんと満⾜するまでして……♡ 

私、苦しそうに⾒えるかもしれないけど、 

それ以上に幸せだから……♡ 



 

うん♡いいよ……♡ 

 

ん"ぉ"ぉぉっ！？♡お"っほぉっ♡あ"っ♡ 

はっ♡はやくなってりゅゔっ♡ん"ふぉっ♡ 

はっ♡激しっ♡あ"っ♡ひっ♡ひぎぃっ♡ 

 

お"ほぉぉぉっ♡⼦宮っ♡つぶれりゅっ♡ 

おちんぽにつぶされりゅのぉ"ぉっ♡ 

奥っ♡いじめないれぇぇっ♡♡あ"ふぅっ♡ 

 

ん"ぉっ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡ 

お"ぉっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほぉぉっ♡ 

はっ♡はっ♡はっ♡はぎっ♡い"ぎぃぃっ♡ 

ふん"ぅぅっ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡ 

 

お"っ♡さっ♡先っぽぉっ♡お"っ♡あ"っ♡ 

ふっ♡膨らんできたぁっ♡ 

種付けのっ♡準備されちゃってりゅゔっ♡ 

 

孕む"ぅっ♡こんなにされちゃったらぁ"っ♡ 

おまんこ負けてっ♡妊娠しちゃう♡お"っ♡ 

あ"はぁぁっ♡やばいっ♡やばいぃっ♡ 

 



お"ぉっ♡精⼦きちゃゔっ♡ん"ほぉっ♡ 

優秀な遺伝⼦っ♡注ぎ込まれちゃゔぅっ♡ 

お"っ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほっ♡ほぉ"っ♡ 

ゔぁぁ〜っ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡お"っ♡ 

 

イぐぅ〜っ♡イぐイぐイぐイぐイぐぅっ♡ 

ン"っほぉっ♡おっ♡お"ぉっ♡お"ぉっ！？♡ 

オ"ォ"っほォぉぉ〜〜っ♡♡ 

 

はぁ〜……♡はぁ〜……♡ 

やっばぁ……♡これ……♡すごすぎ……♡ 

 

完全に負けちゃったぁ……♡ 

改めてキミだけの雌にされちゃったし……♡ 

絶対孕んだよ、こんなの……♡ 

 

……あ、時間切れかな？ 

 

んふふ、無理やり超能⼒をあげたからね。 

しばらくは副作⽤で、まともに動けないよ♡ 

 

⼤丈夫♡ 

キミが元に戻るまで、ぜぇんぶ、 

お世話してあげるからね……♡ 



 

ご飯も⾷べさせてあげるし、 

おトイレも私と⾏こう……♡ 

寝るときは⼦守唄も歌ってあげるよ……♡ 

 

あ、寝ることはできるね。忘れてた。 

じゃあ、 

代わりに寝付くまでなでなでしてあげる。 

 

なでなで……なでなで……♡ 

なでなで……なでなで……♡ 


